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診
療
之
實
際

猩
紅
熱
腎
臓
炎
に
就
て

東
京
市
駒
込
病
院
醫
局

醫

學

士

近

藤

耕

三

猩
紅
熱
腎
臓
炎
は
狸
紅
熱
後
發
症

と
し
て
重
要
で
あ
る
の
は
周
知
の
事
で
あ

る
。

一
般
急
性
熱
姓
病
に
見
る
如
く
、
猩
紅
熱
に
於
て
も
其
の
初
期
に
蛋
白
尿
を

謹
明
す
る
事
が
あ
る
。
又
狸
紅
熱
に
敗
血
症
を
合
併
し
た
場
合
に
も
敗
血
性

腎
臓
炎
と
し
て
蛋
白
尿
を
謹
明
す
る
の
が

常
で
あ
る
。
併
し
弦
に
述
べ
ん
と

す
る
所
謂
眞
正
の
狸
紅
熱
腎
臓
炎
は
、
斯
が

る
も
の
で
な
く
、
狸
紅
熱
恢
復

期
に
於
て
突
然
登
す
る
腎
臓

炎
を
意
味
す
る
の
で
あ
つ
て
、
其
の
嚢
現
は
、

場
合
に
よ
つ
て
は
輕
度
乍
ら
前
騙
症
駄
を
以
て
す
る
事
も
あ
る
が
、
多
く
は

卒
然

ミ
し
て
來
襲
し
、
患
者
乃
至
家
族
附
添
は
固
よ
り
主
治
馨
に
も
全
く
其

の
襲
現
の
豫
想
を
許
さ
す
。
從

つ
て
稀
に
急
劇
に
増
悪
し
て
不
幸
の
轄
蹄
を

ミ
る
事
が
あ
る
。
是
れ
が
師
ち
狸
紅
熱
腎
臓
炎
の
惧
れ
ら
れ
て
ゐ
る
理
由
の

―
つ
で
あ
る
。

猩
紅
熱
腎
臓
炎
は
綜
毬
罷
腎
炎
で
從
つ
て
尿
の
血
性
な
る
事
が
特
異
ミ
さ
れ

て
ゐ
る
。
併
し
實
際
臨
躰
上
に
は
、
短
常
血
尿
を
謹
明
す
る
も
の
で
は
な
い
。

其
の
澄
明
率
は
、
狸
紅
熱
の
流
行
に
よ
り
或
は
病
原
罷
の
毒
力

(
?)
に
よ
り

一
定
し
な
い
が
、
大
罷
腎
炎
患
者
の
二
〇
乃
至
六
〇
%
の
間
に
あ
り
、
其
の

他
は
全
然
血
尿
を
護
明
し
得
な

い
の
で
あ
る
。

静
坤
印
賑
は
第
二
週
乃
至
第
四
週
病
日
就
中
第
三
週
病
日
に
見
る
も
の
が
最

多

い
。

ヨ
ツ
ホ
マ
ン
は
、
第
三
病
日
に
於
て
既
に
定
型
的
出
血
性
腎
臓
炎
を

議
し
、

一
旦
治
癒
せ
る
後
第
二
十
二
病
日
に
再
び
蛋
白
尿
を
再
嚢
し
弛
る
狸

紅
熱
の

一
例
を
記
載
し
て
居
る
が
、
恐
ら
く
甚
だ

稀
な
例
症
で
あ
ら
う
。
余

は
未
だ
か
上
る
例
に
遭
遇
し
な
い
。

次
に
本
腎
炎
の
旗
膨
は
、
流
行
に
よ
り
頗

る
動
揺
し
、
著
者
乃
至
報
告
者
に

よ
り
様

々
な
る
撒
字
が
記
載
さ
れ
て
居
る
。
郎
ち
五
乃
至

一
〇
%

(駒
込
病
院

村
山
氏
)
、
七
%

(駒
込
病
院
清
岡
氏
)、
七
%

(
ロ
リ
ー
氏
R
o
l
l
y
)
六
乃
至

一

〇
%
(
シ
ツ
ク
氏
S
c
h
i
k
c

)、
六
乃
至
二
〇
%
(
ヨ
ホ
マ
ン
氏
J
o
c
h
m
a
n
n

)
九
.

六
%
(大
連
、
佐
竹
氏
)、

一
四
乃
至
二
四
%
(ホ
イ
ブ
ナ
ー
氏
H
e
u
b
n
e
r
)、

三
二
・
五
%

(朝
鮮
、
河
野
氏
)
、
云
々
で
あ
る
が
、
最
近
余
が
駒
込
病
院
に
於

て
調
査
し
た
る
も
の
は
三
・四
%
で
あ
つ
た
。
但
し
何
等
の
自
ゆ曽寛
的
又
は
他
冤

的
症
黙
な
く
、
唯
軍
に

一
過
性
に
痕
跡
の
蛋
自
尿

を
謹
明
し
た
る
例
を
も
合

計
す
れ
ば
約
二
〇
・〇
%
に
達
す
る
。

誘
因
乃
至
素
肉
、
初
期
に
於
け
る
猩
紅
熱
症
状
の
強
弱
は
、
後
叢
す
る
腎
炎

ミ
何
等
關
係
な
き
事
は
、
諸
家
の
統
計
的
考
察
の

一
致
す
る
ミ
こ
ろ
で
、
又

初
期
蛋
白
尿
の
有
無
も
同
様
に
之
に
封
し
て
直
接
關
係
な
き
事
が
認
め
ら
れ

て
ゐ
る
。

診
療
之
實
際

四
〇
三
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診
療
之
實
際

四
〇
四

食
事
に
關
し
て
は
ボ
ス
ピ

ッ
シ
ル
氏
P
o
s
p
i
s
c
h
i
l

及
び

ヨ
ホ
マ
ン
氏
J
o
c
h-

m
a
n
n等
は
肉
食
と
否
と
は
何
等
の
影
響
な
し
と
云
ひ
、
叉
感
冒
E
r
k
a
l
t
u
n

g

爾
早
離
躰
の
如
き
も
直
接
猩
紅
熱
腎
炎
登
生
に
影
響
を
及
ぽ
す
も
の
に
非
す

ミ
云
つ
て
ゐ
る
が
、

一
部

の
人
は
是
等
を
誘
因
と
し
て
全
然
否
定
は
し
て
ゐ

な
い
様
で
あ
る
。

唯
興
味
あ
る
事
は
、
猩
紅
熱
家
族
感
染
に
於
て
、
其
の

一
人
が
猩
紅
熱
腎
炎

を
磯
す
る
時
に
、
他
の
者
が

又
同
様
に
猩
紅
熱
腎
炎
を

起
す
例
の

多
い
事

實
で
あ
る
。
即
ち
猩
紅
熱
腎
炎
畿
生
に
は
、
素
質
が
或
程
度
ま
で
關
係
あ
る

如
く
考

へ
て
ゐ
る
學
者
は
少
く
な
い
(ヨ
ッ
ホ
マ
ン
)。
又
佛
國
側
に
て
「腎
臓

ノ
虚
弱
」
と
云
ふ
事
に
重
き
を
置
く
も
の
が
あ
る
。
本
院
に
於
て
も
古
く
清
岡

氏
は

一
家
母
子
五
入
の
猩

紅
熱
患
者
が
凡
て
猩
紅
熱
腎
炎
を
後
登
し
九
る
例

を
報
告
し
て
ゐ
る
。

成
因
乃
至
本
態
、
に
關
し
て
は
未
だ
關
明
の
域
に
達
し
て
居
な
い
。

(
一
)
或
は
皮
疹
登
生
の
江
め
腎
臓
に
於
け
る
代
償
機
能
が
旺
盛

と
な
り
,
從

つ
て

一
定
時
日
の
後
腎
臓
炎
を
惹
起
す
べ
し
と
云
ふ
人
あ
り
。

(二
㌧
又

一
部

の
學
者
は
猩
紅
熱
腎
炎
を
以
て
猩
紅
熱
に
特
殊
の
後
胎
症

と
な
し
、
直
接
病

原
艦

(未
知
)
の
影
響
に
因

る
も
の
に
非
す
し
て
、
病
原
艦
よ
り
生
出
さ
れ
た

る
毒
素
の
爲
め
に
起
る
と
稽
し
て
ゐ
る
が
、

(三
)
夏
に

一
派
の
學
者
は
後
叢

の
腎
炎
を
猩
紅
熱
の
再
護
を
以
て
説
明
し
て
ゐ
る
。
部
ち
第

一
同
罹
患
時
に

猩
紅
熱
病
原
禮
物
質

(抗
源
)
に
よ
つ
て
・感
作
さ
れ
、
之
に
向
つ
て
抗
元
が
適

當
の
時
期
に
作
用
す
る
時
過
敏
駄
態

(
U
b
e
r
e
m
p
l
i
n
d
l
i
c
h
k
e
i
t
,
A
n
a
p
h
y
l
a
x
i
e

)

或
は
「ア
ル
レ
ル
ギ
ー
」
歌
態

(
A
l
l
e
r
g
i
e
)

を
呈
し
、
猩
紅
熱
腎
炎
を
起
す
と
解

す
る
。
是
れ
は
猩
紅
熱
腎
炎

と
同
じ
時
期
に
畿
す
る
他
の
後
嚢
病
例

へ
ば
淋

巴
腺
炎
、
安
魏
那
、
二
次
嚢
疹
等
の
成
因
を
も
同
様
に
説
明
す
る
も
の
で
、

可
成
り
有
力
な
る
假
説
と
な
つ
て
ゐ
る
。

(四
)爾
ほ
所
謂
連
菌
病
原
問
題
と
共
に
、
猩
紅
熱
腎
炎
と
連
鎖
歌
球
菌
と
の

關
係
も
盛
に
論
議
さ
れ
て
ゐ
る
。
部
ち
ウ
ォ
ー
ル
ハ
ー
ル
ド
氏
は
猩
紅
熱
に

限
ら
す

一
般
腎
臓
炎
患
者
二
百
四
例
中
百
四
十
七
例
は
連
鎖
厭
球
菌
性
疾
患

に
屡
し
た
る
を
報
告
し
、
夏
に

レ
ー
ラ
イ
ン
氏
は
禰
蔓
性
腎
臓
炎
の
原
因
を

連
鎖
歌
球
菌
な
り
と
稔
し
て
ゐ
る
。
ア
シ
ョ
フ
氏
は
連
菌
感
染
が
腎
臓
炎
嚢

生
の
原
因
と
な
る
も
、
之
が
腎
炎
登
生
に
固
有
の
刺
戟
た
り
得
る
や
は
未
解

決
な
り
と
云
つ
て
居
る
。

初
嚢
歌
態
。
斯
様
に
猩
紅
熱
間腎
炎
は
其
の
如
何
に
し
て
登
す
る
も
の
な
る
か

未
だ
明
か
で
な
い
か
ら
、
猩
紅
熱
患
者
に
於
て
腎
炎
後
嚢
を
全
然
防
止
す
る

事
は
殆
ん
さ
不
可
能
の
事
で
あ
ろ
う
。
唯
出
來
得
べ
く
ん
ば

未
然
に
前
騒
症

歌

(後
述
)
を
と
ら

へ
、
若
し
く
は
可
成
的
早
期
に
初
叢
症
歌
を
嚢
見
し
て
之

に
封
す
る
適
當
の
注
意
及
び
療
法
を
加

へ
症
駄
を
輕
少
な
ら
し
む
る
を
得
ば

上
乗
で
あ
る
と
思
ふ
。

勿
論
こ
の
腎
炎
は
突
然
登
現
し
、
醫
師
の
驚
く
事
が
多

い
の
で
あ
る
が
、
維

え
す
細
心
患
者
症
款
に
注
意
し
て
居
る
と
、
腎
炎
護
生
の
前
徴
を
窺
ひ
得
る

場
合
も
少
く
な
い
も
の
で
あ
る
.～
即
ち

(
一
)
腎
炎
襲
現
の
前
に
は
、
最
屡

支
尿
量
の
滅
少
を
來
す
も
の
で
あ
る
.
か
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か
る
揚
合
は
他
に
原
因
な
き
限
り
.
尿
中
蛋
白
を
謹
明
し
得
な
く
と
も
先
づ

腎
炎
登
現
を
虞
れ
ね
ば
な
ら
海
。
但
し
稀
に
は
前
日
迄

一
〇
〇
〇
乃
至
二
〇

〇
〇
蝿
の
無
蛋
白
尿
量
が
あ
つ
た
も
の
が
、
翌
日
急
に
無
尿
と
な
り
、
急
遽

尿
毒
症
を
起
し
て
鬼
籍
に
入
る
様
な
例
も
あ
る
。

二
)
次
に
患
者
の
尿
を
連

日
検
査
し
て
居
る
と
き
、
其
の
日
々
の
尿
量
に
は

憂
化
な
く
し
て
痕
跡
の
蛋
白
を
謹
明
す
る
事
が
あ
る
。
然
る
時
は
直
ち
に
利

尿
剤
を
與

へ
肉
食
を
控

へ
し
め
る
。

之
と
同
様
に

一
般
歌
態
は
何
等
憂
化
な
く
し
て
、
尿
が
卒
然
生
肉
を
洗
つ
た

汁
の
様
な
状
、
邸
ち
血
液
混
入
蛋
白
尿

と
な
る
事
が
あ
る
。
之
は
小
見
以
外

の
患
者
で
は
患
者
自
身
に
其
の
攣
化
を
訴

へ
る
場
合
が
多
い
け
れ
,こ
も
注
意

す
べ
き
事
で
あ
る
。

(三
)
腎
炎
が
出
現
す
る
と
、
血
墜
は
常
に
高
上
す
る
が
、
主
観
的
乃
至
客
観

的
に
他
に
腎
臓
炎
併
登
を
推
定
し
得
ぬ
場
合
既
に

前
駆
的
に
血
歴
の
上
昇
す

る
事
が
多

い
と
い
は
れ
て
ゐ
る
。

(四
)次
に
腎
臓
炎
の
登
現
す
る
前
に
は
屡

丸
顔
面
が
何
と
な
く
浮
腫
歌
に
見

え
、
叉
小
兜
に
於
て
は
未
だ
尿
に
は
蛋
白
も
な
く
著
し
い
尿
量
減
少
も
な
い

時
に
、
既
に
陰
嚢
に
輕
度
乍
ら
水
腫
を
.謹
明
出
來
る
場
合
が
少
く
な
い
(村
山

氏
)。
帥
ち
か

ゝ
る
輕
度
の
水
腫
を
看
過
し
な

い
様
に
注
意
す
る
事
は
甚
だ
肝

要
で
あ
る
。

(五
)
前
項

と

同
じ
意
義
に

於
て
、
ピ
ル
ケ
ー
氏
P
i
r
q
u
e
t
及
び
シ
ツ
ク
氏

S
c
h
i
c
k

は
患
者
の
龍
重
の
攣
化
に
荘
意
し
た
。
師
ち
腎
臓
炎
が
出
現
す
る
場

合
に
は
、
其
の
始
ま
る
以
前

一
二
日
よ
り
、
腎
臓
の
水
分
排
泄
及
び
「ク
ロ
ー

ル
」
の
排
泄
が
害
せ
ら
る

上
爲
め
.
其
の
禮
内
蓄
積
に
よ
り
禮
重
の
増
加
が
あ

る
と
云
ふ
の
で
あ
る
。

(六
)
又
猩
紅
熱
腎
臓
炎
は
、
蛋
白
尿
を
謹
す
る
に
先
ち

一
乃
至
三
日
、
既
に

禮
温
の
上
昇
に
よ
つ
て
之
を
豫
測
し

得
る
場
合
が
屡

く
あ
る
。

(
R
a
l
l

u
m
p
e
l
l
)
。

(七
)
恢
復
期
に
於
て
、
こ
れ
ま
で
非
常
に

快
活
で
元
氣
で
あ
つ
た
患
者
が
、

急
に
輕
度
の
頭
痛
を
訴

へ
氣
持
ち
が

悪
い
と
云
ひ
、
時
に
は
風
を
引
い
た
様

な
氣
が
す
る
と
云
ふ
事
が
あ
る
が
、
其
ん
な
場
合
い
く
ら

診
て
も
尿
所
見
は

固
よ
り
、
何
等
客
観
的
に
そ
の
原
因
的
症
歌
を
と
ら

へ
得
な
い
で
、
後
間
も

な
く
其
れ
が
後
嚢
腎
炎
の
初
徴
で
あ

つ
た
事
を
知
つ
た
例
も
あ
る
。

(八
)
最
後
に
猩
紅
熱
腎
臓
炎
の
初
徴
候
と
し
て
記
憶
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
ぬ

事
は
尿
の
異
常
色
素
で
あ
る
。
邸
ち
叢
作
的
に
尿
が

暗
色
又
は
弱
膿
汁
色
を

呈
す
る
時
は
腎
臓
炎
を
豫
知
し
得
る
も
の
で
あ
る
(
J
o
c
h
)。

斯
様
に
し
て
猩
紅
熱
に
腎
臓
炎
襲
來
の
疑
を

生
じ
た
場
合
乃
至
前
騙
症
状
を

確
實
に
執

へ
得
弛
る
時
は
、
猫
豫
な
く

直
に
適
當
の
療
法
拉
に
注
意
を
加

へ
、
將
に
爆
嚢
せ
ん
と
す
る
腎
臓
炎
に
當
ら
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。

経
過
及
び
豫
後
。

猩
紅
熱
腎
臓
炎
は
,
最
初
よ
り
蛋
白
血
尿
を
出
す
も
の
も
あ
る
が
、
又
最
初
は

輩
に
尿
量
減
少
し
、
持
績
的
に
叉
は
場
合
に
よ
り
て
は
問
欺
的
に
蛋
白
尿
を

謹
明
し
、
歎
日
乃
至
相
當
日
藪
経
過
し
た
後
に
初
め
て
血
尿

と
な
る
も
の
が

診
療
之
實
際

四
〇
五
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診
療
之
實
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四
〇
六

少
く
な
い
。
此
の
時
出
血
性
と
な
る
ミ
同
時
に

一
般
症
黙
が

頓
に
快
方
に
向

ふ
事
が
多
い
。

叉
卒
然
無
尿
を
以
て
起
り
、
綾
い
て
尿
毒
症
歌
を
呈
す
る
も
稀
で
は
な

い
。

是
等
は
適
當
の
療
法
に
よ
り

一
日
乃
至
敷
日
後
多
量
の
尿
排
泄
と
共
に
次
第

に
快
方
に
向
ふ
の
が
常
で
あ
る
が
、
稀
に
不
幸
の
轄
聾
を
と
る
事
が
あ
る
。

術
ほ
極
め
て
稀
な
例
で
あ

る
が
、
猩
紅
熱
腎
臓
炎
に
し
て
終
始
尿
中
に
蛋
白

を
謹
明
し
得
な

い
も
の
、
即
ち
無
蛋
白
尿
性
猩
紅
熱
腎
臓
炎
が
あ
る
,
此
の
際

は
唯
尿
量
の
著
し
き
減
少
乃
至
尿
毒
症
状
等

に
よ
つ
て
、
僅
か
に
腎
臓
炎
な

る
事
を
診
定
し
得
る
も
の
で
あ
る
。
斯
様
な
實
瞼
例
に
就
き
て
は
、
京
都
病

院
の
矢
畏

業

誌
第

悪

第

一
號
に
報
告
さ
れ
て
居
る
が
、
余
も
最
近
斯

か
る
無
蛋
白
尿
性
猩
紅
熱
腎
臓
炎
の
尿
毒
症
駄
を
呈
し
弛
る

一
治
瞼
例
を
経

瞼
し
た
。

猩
紅
熱
腎
臓
炎
に
於
て
熱

は

一
般
に
最
初
に
上
昇
す
る
事
が
少
く
な

い
が
、

そ
の
際
多
く
は

一
二
日
に
て
速
か
に
下
降
す
る
。
又
場
A
口
に
よ
つ
て
は
合
併

症
な
く
し
て
弛
張
性
の
熱
が
比
較
的
永
く
績
く
も
の
も
あ
る
。
併
し
終
始
全

く
無
熱
に
終
る
も
の
が
可
成
り
多
敷
で
あ
る
。

経
過
は
二
三
週
間
に
て
完
全
に
治
癒
す
る
霊

日逼

こ
す
る
が
、
腎
炎
ぐ蔚

時

に
他
に
合
併
症
が
あ

つ
た
り
、
乃
至
は
重
症
例
に
於
て
は
其
れ
以
上

(六
週
間

位
)
に
遷
延
す
る
事
も
あ
る
。

尚
ほ
稀
な
る
例
で
あ
る
が
、
数
月
或
は
敷
年
に
亙
つ
て
間
歌
的
に
蛋
白
尿
を

謹
明
し
、
燧
に
萎
縮
腎
に
移
行
す
る
も
の
も
あ
る
と
云
は
れ
て
居
る
。

豫
後
は

一
般
に
佳
良
で
猩
紅
熱
腎
臓
炎
の
牝
め
に
死
亡
す
る
者
は
比
較
的
少

敷
で
あ
る
。
H
e
u
b
n
e
r

は
三
十
五
例
中
五
例

(
一
四
・〇
%
)
の
死
亡
を
見
た
と

記
載
し
て
居
る
が
,
ボ
ス
ピ
シ
ル
及
ひ
ワ
イ
ス
(
P
o
s
p
i
s
c
h
i
l
l

)
に
よ

れ
ば
、
入
院
中
に
猩
紅
熱
腎
炎
を
襲
病
し
弛
も
の

玉
死
亡
率
と
、
同
腎
炎
患

者
と
し
て
入
院
し
た
も
の

ゝ
死
亡
傘
と
を
別
々
に
調
査

す
れ
ば
,
前
者
が
八
.

八
%
な
る
に
封
し
後
者
は
二

一
・八
%
に
な

つ
て
ゐ
る
。
余
は
大
正
十
五
年
度

に
於
て
猩
紅
熱
腎
炎
十

一
例
中
二
例
の
尿
毒
症
を
経
瞼
し
、
中

一
例
の
死
亡

を
見
弛
。
但
し
右
死
亡
し
た
患
者
は
猩
紅
熱
腎
炎

と
し
て
入
院
し
た
患
者
で

あ
る
。

猩
紅
熱
腎
炎

ノ
治
療
法

東
京
 
杏
雲
堂
醫
院

醫
學
博
士
 
佐

々

廉

平

第

一
 
猩

紅
熱

腎

炎

ノ
豫

防
 

猩

紅
熱

腎

炎

ノ

發

生

ハ
、

病

ノ
第

三

週

ノ
終

リ
頃

デ

ア

ル
故

、

豫

メ
麗

生

二
由

リ

豫

防

出

來

ヌ
カ

ト

ノ
問

題

ハ
古

ク

ヨ
リ

注
意

セ
ラ

レ
タ
所

デ

ア

ル
。

多

敷

ノ
臨

躰
家

ノ
経

験

テ

綜

合

ス

ル

ニ
、

縄

封

豫

防

ハ
不

可
能

デ

ア

ル
ガ

、

然

シ
其

目
的

二
衛

生
的

食

餌

的

法

則

、

帥

チ
安

静

、

温

保
、

無

刺
戟

食

餌

、

咽
喉
清

潔

冷含

漱

}
二
努

ム

ル

コ
ト
ガ

合

理

的
デ

ア

ル
。

「
ウ

ロ
ト

ロ
ピ

ン
」
内

服

ノ
数

果

テ

樽

ヘ
タ
人

ガ

ア

ツ
タ
ガ

.

間
違

デ

ア

ツ

タ
。


